



PEOPLE AND NAMES 
One aspect of MORI Ogai’s historical literature 
Emmanuel LOZERAND * 
MORI Ogai’s historical novels and chronicles place emphasis on 
names, particularly people’s names. 
This paper examines different attitudes toward the names of 
characters in his works. For example, some characters place great 
importance on their names while others keep their distance, even to 
the point of abandoning them. Stil other characters intentionally 
manipulate their names, search for names or play games with their 
names. 
These paper analyses the literary function of people’s names in 
Ogai’s works, noting that one criterium for distinguishing between 
the author’s novels and chronicles is in the different way he treats 
names. MORI 0 gai also emphasizes the significant role that names 
play in genealogies, lists and other places where group of names 
＊エマニユエル・ ロズラン 早稲田大学大学院研修生、フランス国立東洋言語文化研究所博士課程在学。論
文に、「SHIBUEChi必ai.de MORI Ogai - De Iもrudition（森鴎外の 『渋江抽斎j一一考証につ
いて）」などがある。
-41-
are found. Names are also linked with such rhetorical figures as 
“fukusen＇’ and “kurinobe”. Clearly, the choice of one or more 
appellations among the several names that people were given before 
the Meiji Restoration is a key to understanding Ogai’s work. 
Focusing on several works = SAHASHI Jingoro, Gojiingαhαrα no 
hαtαkiuchi, Sαnsho dαyu, GYO Genki, K1αnzαn Jittoku, and SHIBUE 
Chusαi = I will endeavor to explain the relevance and importance 



































































































































































































































































































































































































てはまる D 例えば f大塩平八郎jでは、鴎外は主人公が哲学者であるという側
面を無視するから、その号「中斎」も用いない。それに対して f渋江抽斎jで
は鴎外は抽斎という雅号を優先する。その理由は明白である。そもそもの出会
いはまさに「抽斎」との出会いであったし、「抽斎」とは主人公が「古武鑑や
古江戸図をも蒐集Jした折の雅号だからである。そして、『渋江抽斎jの成善
が保になるというふうに（XVI458）、作家が人物の呼び名をかえる場合も忘
れてはならないが、渋江保のケースは f渋江抽斎jを特徴付ける「総ての名称
の震動」の枠組みに置き直さなければならないと思われる。
鴎外の歴史文学における人名という問題に注意を引くために、今日の発表の
対象を幾つかの典型的な例に絞るつもりだったが、扱う対象がやや広すぎたの
で（注②）、話は雑然としたかもしれない。しかし、鴎外文学全体におけるこ
の人と名という問題は同時代の世界文学におけるアイデンティテイの問題とも
深く関わっている。プルーストやカフカなども、他の文脈で人名という問題に
ぶつかっているのだ。鴎外の歴史文学は、個人と名前（或いは主体と姓名）が
円滑に対応しているという近代的な幻想を打ち砕く 。たとえ作家が過去の「人
名仕組みJを懐かしむにしても、それは単なる懐古ではなく、むしろ多方面に
わたる人と名前についての演奏なのである。匠名と名誉、つまり「微行Jと
「名聞」というこつの誘惑の聞をたえずさまよいながら。
＊この人と名の話が生まれるきっかけとなった「場」を作って下さった、早稲田大学教授竹盛天雄氏
に心から感謝いたします。なお、拙い原文の誤りを正してくれた、立教大学仏文博士課程の内藤元和
君、ありがとう。
注①： 引用は『鴎外全集J（岩波書店刊、昭和四十六年）からである。ローマ数字は巻数を示す。アラ
ピア数字は頁数を表す。
② ：手短にでも触れられなかった研究の方針を図式的に示したい。まず、人名の翻訳という難しい問
題。次に、署名から子供の命名まで、明治五年のいわゆる「壬申戸籍」を含めて、鴎外の伝記上
で人名が喚起している問題。また、一番最初の明治十年の『河津金線君に質すjから最晩年の
f帝誼考jまで、鴎外の作品全体における人と名のつながり。
討議要旨
小西甚一氏から、発表を高く評価された上で、中国古典文学における、名と実の一致、
不一致に対する関心が指摘され、鴎外への影響が示唆された。また芳賀徹氏から、鴎外
の「名」の問題は、東アジアの伝統と世界文学におけるアイデンティティの問題、いず
れに親近性をもつのかとの質問があり、発表者は後者を重視したい旨の回答をされた。
